
令和８年度 学力向上を図るための全体計画 小２ 練馬区立小竹小学校

○ 日 本 国 憲 法 学 校 教 育 目 標 ○ 児童の実態
○ 教 育 基 本 法 ・素直で意欲的に学び、課題を遂行している。
○ 学 校 教 育 法 共に生きる子ども ・基本的な生活習慣が身に付いている児童が多
○ 学習指導要領 □ かしこく い。
○ 関 係 諸 法 規 □ やさしく ・ねばり強く取り組むことを苦手としている。
○ 都・区教育目標 □ たくましく ○ 保護者・地域社会の願い

・心身共に健康で豊かな心をもつ子供
・地域社会の一員として共に生きる子供

学 校 経 営 方 針 (学 力 向 上 に か か わ る 要 点) ○ 期待される児童像
・自ら考え、判断し、すすんで実践する子供

全ての学習において「わかる喜び」「できる楽しさ」を味わうことを指導のねらいとし ・相手の気持ちを想像して行動する子供
て、基礎・基本の確実な定着と自ら考える力の育成を図る。また、「ねらいを明確にした ・あきらめず、ねばり強く取り組む子供
授業」→「テスト」→「検証」→「授業の見直し・改善」といったサイクルの中で、よ
り良い授業改善を図る。

道徳教育の指導の重点

・「自他の生命の尊重」「規範
各 教 科 の 重 点 意識」「自尊感情の熟成」お

よび本校がさらなる上を目
・基礎・基本の定着を図り自 本 校 に お け る 「確 か な 学 力」 指す「思いやり」に重点を
ら課題をもちその解決に向 置いた道徳授業の充実を図
けて意欲的に学習する児童 本校では、児童一人一人の個性や学ぶ意欲を大切にして、基礎・基 る。
を育てる。 本の確実な定着を図り、身に付いた知識や技能を生かして自分の考え ・上述のことを身に付けさせ

・学習の状況に応じた指導を をもてるよう、教育活動を推進する。そして、人や自然との関わり合 た上で、自らの判断で適切
行い、個に応じた指導の充 いを大切にして豊かな人間性を育むとともに、心と体を鍛え、心身と に行動できる道徳的実践力
実を図る。 もに健康な児童を育てることによって、「生きる力」の育成に努める。 をもった児童を育成する。

・体験的活動を充実させ、主
体的に学習する意欲を高め
る。 特別活動の指導の重点

やさしく たくましく
・たてわり班活動（異学年）

総合的な学習の時間の 豊 健 を充実させ、人とのコミュ
指導の重点 か 康 ニケーション力を育てる。

な ・ ・各活動の中で豊かに関わり
・体験的な学習や人との関わ 人 体 合うことを通して自己有用
りを通して身近な課題に気 間 感を高め、「共に生きる」意
付かせ、学び方や考え方を 性 力 欲を育てる。
指導しながら、自ら探究活
動や課題解決に取り組む児 確かな学力
童を育てる。

・地域の施設や人材等を活用 か し こ く 生活指導の指導の重点
した活動を通して自分自身
を振り返り、実生活の中で ・「小竹小ミニマム１０のルー
生きる力を育てる。 ル」の実施と自己評価を通

学 課 知 思 判 表 問 学 して、基本的な生活習慣の
ぶ 題 識 題 定着を図り、規範意識を育

キャリア教育の指導の重点 意 発 ・ 考 断 現 解 び てる。
欲 見 技 決 ・人との関わりに重点を置き、

・児童が学習課題を選択した 能 能 力 力 力 能 方 「誰にでも気持ちのよい
り自らの将来について考え 力 力 挨拶や言葉遣いができる児
たりする機会を設定し、自 童」を育成する。
らの良さに気付き、夢や希 基礎・基本
望をもって生活しようとす
る意欲を育てる。 外国語活動の指導の重点

・１年生から英語に親しむ時
「学校レガシー2020」の構築に向けた取組の推進 間を設定することで英語に

よるコミュニケーションの
・TOKYO オリンピックやパラリンピック大会に関する 楽しさを体験させ、積極的
授業を行い、興味・関心をもたせ、フェアープレー精神、 にコミュニケーションを図
夢に向かってあきらめない精神を育む。 ろうとする態度を育てる。

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点
指導内容 教育課程編成上の工夫 校内における 評価活動の工夫 家庭や地域との 小中一貫教育の
・指導方法の工夫 研究や研修の工夫 連携の工夫 視点

○個に応じた指導の工夫 ○小竹タイムの活用 ○児童の実態と社会の ○評価方法の工夫と改 ○｢開かれた学校｣づくり ○９年間を見通し
・児童の実態を把握し ・毎週火、木、金曜日 要請に応じた研究・ 善 ・学校公開･授業参観･ た指導
特別支援教育の視点 の朝の１０分間を学 研修 ・児童の自己評価、相 運動会等の各種行事 ・校区別協議会等
を生かした指導を推 習指導の時間に設定 ・国語科の指導を通し 互評価を取り入れ、 や児童活動を公開し の合同研究会を
進する。 し、主に国語と算数 て、自ら考え、共に 自分の良さや改善点 教育活動への理解と 通して、児童生

・繰り返し練習､まと の基礎・基本の定着 学び合う児童の育成 に気付かせるように 協力を求める。 徒の課題や実態
め、復習による基礎 を図る。 を図る。 する。 ○保護者・地域との連携 を共有し、授業
基本の確実な定着を ○各教科等の指導時数 ○教師の資質を高める ・授業ごと、単元ごと ・生活科や総合的な学 や生活指導に生
目指す。 の確保 研究・研修 の形成的評価を積み 習の時間における地 かす。

・発展的学習、補充的 ・現行学習指導要領の ・主幹教諭・主任教諭 重ね、個々の実態に 域巡りや、出前授業 ○小小連携
学習（東京ベーシッ 実施に伴い、さらな を講師とした研修会 合わせた指導ができ 等での連携を図る。 ・みらい青空学園
ク・ドリルの活用） る行事等の精選およ を行い、指導法につ るようにする。 ・学校評議員や地域ス との「小小連携」
を充実させ、自己学 び実施方法の工夫に いて研修を深める。 ・適切な評価の仕方を ポーツ団体、青少年 活動で交流活動
習能力を高める。 より指導時数の確保 ・教師間の連携を深め 評価委員会を中心に 委員等との協力を強 を積み重ね、相

・算数の習熟度別少人 に一層努める。 日常の教科等の研究 定め、共通理解に努 める。 互理解を図るこ
数指導を通して、児 ○生活科・総合的な学 を継続的に行う。 める。 ・学校関係者の評価を とを通して、中
童の関心や実態に合 習の時間の活用 ・配慮を要する児童の ○評価規準の共通理解 基に、教育活動の改 学校に進学した
わせた学習を展開す ・各教科、領域と関連 情報を共有して指導 ・評価委員会を中心に 善を図る。 際の円滑な交友
る。 させ、合科的、発展 法を工夫し、個に応 評価規準の設定・改 ○学校外協力者との連携 関係づくりの素

○校内研究(道徳)との 的な学習を展開でき じた指導の実践を進 善を行い、共通埋解 ・保護者や専門家等、 地を養う。
関連 るようにする。 める。 に努めるとともに保 地域の人材を活用し

・校内研究の成果を日 護者への適切な情報 教育活動の充実を図
常の指導に生かす。 提供を行う。 る。

授業改善策の検証方法
・児童・保護者・教職員による授業アンケートを実施し、各教科部会や分掌部会で組織的に授業改善策を検証する。
・校内研究会・校内研修会において、学力向上に向けた授業改善策を検証する。
・「小竹小ミニマム１０のルール」の児童の自己評価を毎月行い、学習ルールの定着を検証する。
・各種学力調査の結果から、該当学年児童の学力の伸びなどを検証する。

生 き る 力


